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はじめに

レジャー

来街者がスポーツ観戦の
あとにまちなかで交流

企業連携

市内企業がまちなかで
商談、コンベンション

子育て

子どもを遊ばせながら
ママ友と情報交換

市民活動

市民活動団体のメンバーが
フリースペースで活動
団体間の交流会を開催

健康づくり

市民がみんなで集まり体操
医療施設で健康診断

起業

アクティブシニアなどが
チャレンジショップを
活用して起業

飲食

市民や就業者が
買い物の合間にランチ
仕事帰りに飲み会

学習

学生が放課後に、
まちなかの

フリースペースで自習

買い物

多くの市民等が
休日にゆっくりと買い物

仕事帰りに歩きながら買い物

歩いて楽しく
買い物・飲食できる
商店街

学生が集まり、多様な
活動が生まれる拠点

ウォーキングや体操
に活用できる公共空間

企業連携、リモートワーク、
起業したい人がチャレンジ
できる仕事の拠点

来街者が立ち寄り
たくなる商店街

子育て世代が
集まる拠点

働く

子育て世代が、保育施設の
近くでリモートワーク

将来の平塚駅周辺地区は・・・



平塚駅周辺地区でのライフスタイルのイメージ

○放課後、塾が始まるまで、Wi-Fiの

あるフリースペースで自習・課外活動

高校生 会社員

18：00～16：00～

○仕事を終えて駅周辺の飲食店で食事

会社から

まちなかへ

学校から

まちなかへ

子育て世代

9：00～

○託児所付のコワーキング

スペースでリモートワーク

12：00～

○子どもを連れて

まちなかマルシェでランチ

14：00～

○来月に開催するポップ

アップストアのイベン

ト会場の下見と打合せ

17：00～

○仕事を終えて図書館で絵本

を借りて併設されている

スーパーで買い物



平塚駅周辺地区でのライフスタイルのイメージ

市民活動（市民、アクティブシニアなど）

10：00～ 11：30～ 14：00～ 16：00～

○カフェで

午後の成果発表の準備

○シェアキッチンで仲間と

調理・食事
○コンベンション施設の

レンタル会議室で成果発表

○日用品や生鮮食品を購入

して帰宅

※アクティブシニア： 退職後、知識やノウハウを活かして、市民活動や新たな仕事に取り組む高齢者をイメージ

休日のゆったりライフ（市民、来街者）

9：00～ 10：00～ 12：00～ 15：00～

○まちなかに出店している

屋台で軽食

○平塚にしかないお店で

ランチ

○チャレンジショップで

クラフト体験

○コーヒーをテイクアウト

してベンチで休憩



平塚駅周辺地区でのライフスタイルのイメージ

起業する人（若手経営者、アクティブシニア）

10：00～ 12：00～ 14：00～ 18：00～

○チャレンジショップを活用

してクラフト体験講座開催

○まちなかのフリースペース

で出店に向けた打合せ

○行きつけのカフェで店主と

おしゃべりしながらランチ

○若手アーティストのライブ

イベントに参加

みんなのリビングに！

～充実した日々の中にときめきを感じられる
それぞれが居心地の良いまちづくり～
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将来構想の中で説明が必要な用語については、巻末の「用語解説」
で取り上げていますので、ご参照ください。



平塚駅周辺地区将来構想
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序章 策定について

1．策定の背景と目的

平塚駅周辺地区では、近年、近隣市や郊外への大型商業施設の出店や消費

者のライフスタイルの変化などの要因により、商店街を取り巻く状況が変わ

り、買い物客や歩行者通行量の減少など、にぎわいが失われつつあります。

このような状況に対応するため、平塚駅周辺地区の状況や関わる方のニー

ズを踏まえるとともに新しいまちづくりとしてデジタル化などの技術の導入

（スマートシティ）や温室効果ガスの排出削減・吸収効果の増加（カーボン

ニュートラル）、自動運転社会などへの対応などの要素を取り入れた概ね２０

年後の将来像（将来のあるべき姿）を示し、市と市民や事業者が共有し、持続

可能なまちづくりを実現するため「平塚駅周辺地区将来構想」（以下「将来構

想」という）を取りまとめました。

平塚八幡宮

将来構想を実現するためには、従来の市主導のまちづくりだけでなく、市

と市民や商業者、事業者、関係団体などが連携しそれぞれが「自分ごと」とし

てまちづくりに取り組む必要があります。

また、平塚駅周辺地区の現状を改善し、日々変化する社会情勢に対応しな

がら長期的にまちづくりを進めるためには、将来構想を柔軟に活用していく

必要があります。

将来構想がまちづくりに関わる方々へ方向性を示し、想いを共有するツー

ルとして活用されることを期待しています。

２．将来構想の使い方

対象地域

この章では、将来構想を策定した意味を共有するため、策定の背景や目的、構成などの概要を示すとともに

多様な手法により様々な方の想いを集めたプロセスを示しています。

将来構想の期間

平塚駅周辺地区将来構想

令和７年度
（２０２５年度）

令和１４年度
（２０３２年度）

令和２７年度
（２０４５年度）

概ね２０年後

平塚駅北口
駅前広場

平塚駅

紅谷町まちかど広場

平塚文化
芸術ホール

紅谷町駐車場

平塚駅西口 平塚駅南口
駅前広場

市制１００周年



平塚駅周辺地区将来構想
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令和４年度 令和５年度 令和６年度

構想策定

市民参加

検討会議

庁内検討

序章 策定について

３．策定までのあゆみ

将来構想は検討段階から市民や事業者など実現に関わる人と「想い」を共有することが大切と考えました。

今までの市が作成する計画は、データ分析や関連する市、国の取組みを踏まえ、併せてアンケートなどを実施してきましたが、将来構想では、関わる市民や事業者

などたくさんの人の声を聴く機会を今まで以上に大切に考え、またそのプロセスが実現に向けたムーブメントになるよう、たたき台や素案を作成する各段階で、

次のような取組みを進めました。

市民アンケート 商業者アンケート

アウトリーチ アウトリーチ

市民説明会

ワークショップ

第１回 第２回・まち歩き 第３回 第４回

ヒアリング

ヒアリング ヒアリング

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

たたき台作成 素案作成 策定

第５回 第６回

第８回

ヒアリング

パブリックコメント



平塚駅周辺地区将来構想

3
序章 策定について

４．市民・関係団体などの参加プロセス

将来構想の作成に向け、次のように様々なプロセスでたくさんの「想い」を

集めました。

■市民アンケート
市民３，０００人を対象に、郵送配布・郵送回収でアンケートを実施し、平塚

駅周辺地区へのニーズや日常生活の実態を把握しました。

■商業者アンケート
平塚駅周辺地区の商店主を対象にアンケートを実施し、平塚駅周辺地区へ

のニーズや、自身の店舗が立地する通りに対するニーズを把握しました。

■ワークショップ
自治会長、商店会長などを対象に、

駅前広場や道路などの各空間のイ

メージについて、自由に意見を出し合

うワークショップを開催しました。

また、商工会議所と連携し、会員や

関係団体を対象にワークショップを開

催しました。

■関係者ヒアリング
平塚商工会議所、企業、子育て団体、市民活動団体、高校生、大学生、まち

づくりの専門家などの様々な主体へヒアリングを実施しました。

■オープンハウスによるアウトリーチ
市内の商業施設や公共施設において、ブー

スを設置し駅前広場や道路などの各空間の

イメージや将来の平塚駅周辺地区での過ごし

方について意見をいただきました。

■検討会議
学識経験者や企業などをメンバーとする検討会議を開催し、将来構想の内

容について、ご意見をいただきました。

■市民説明会
市民向けの説明会を実施し、駅前広場や道路などの各空間のイメージや将

来の平塚駅周辺地区での過ごし方について意見をいただきました。

■パブリックコメント
パブリックコメントを実施し、「平塚駅周辺地区将来構想（素案）」について

意見をいただきました。

オープンハウスの様子

ワークショップの様子



平塚駅周辺地区将来構想
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序章 策定について

５．将来構想の位置づけと構成

■将来構想の位置づけ

将来構想は「平塚駅周辺地区活性化ビジョン」を踏まえて、ハード的な施策や

公共空間の活用方法などを含め、まちづくりの基本的な考え方や方向性、実現

手法などをまとめたものです。

まちづくり活動の担い手となる商業者などが中心となり、地域が自ら取り組

むソフト的な施策をまとめた「平塚まちなか活性化ロードマップ」と連携した取

組みを進め、相乗効果を高めることで、平塚駅周辺地区の持続可能なまちづく

りの実現につなげていきます。

また、将来構想で明確になったまちの将来像を実現するため、補助金や規制

緩和などの支援制度をまとめた、「平塚駅周辺地区アクションプラン」を合わせ

て運用していきます。

平塚駅周辺地区将来構想の構成

平塚駅周辺地区活性化ビジョン
（平成３１年１月策定 平塚市）

平塚駅周辺地区の活性化に関する
市の基本的な方向性を示すもの。

平塚まちなか活性化ロードマップ
（平成３１年３月策定・令和５年３月改定

平塚まちなか活性化隊）

地域が自ら取り組むまちづくり活動
や進め方を位置付けたもの。

平塚駅周辺地区将来構想
（令和７年３月策定 平塚市）

ハード的な施策や公共空間の活用方法
などを含めたまちづくりの方向性や実
現手法を示すもの。

平塚駅周辺地区アクションプラン
（令和７年３月策定 平塚市）

将来構想で明確になったまちの将来像
を実現する支援策をまとめたもの。

はじめに

序章
策定について

第１章
これからの
まちづくり

第２章
まちづくりの
コンセプト

第３章
グランド
デザイン

第４章
まちづくりの
方針

平塚駅周辺地区の現状を踏まえるとともに本市や国の動向など
を捉え、まちづくりを進めるために必要な視点を示しています。

社会の変化などの将来を見据えた平塚駅周辺地区の役割を示す
とともに、関わる方の合言葉となるコンセプトを示しています。

コンセプトを実現するため、平塚駅周辺地区全体を見渡し、中心
となるエリアを設定するなど、骨格を示し、メリハリのある整備な
どのイメージを示しています。

グランドデザインをもとに将来イメージを描くために必要となる
考え方を整理して７つの方針として示しています。

７つの方針を踏まえ、主要な通りやエリアの将来像イメージを示し
ています。このイメージをもとに様々な主体が関わりながらまちづ
くりを進めるための「理想像」を示しています。

将来構想を実現するための取組みや進める順序、推進体制を
示しています。
また、実現に向けた本市や様々な主体の関わりを示しています。

第５章
通り・エリアの
将来イメージ

第６章
実現に向けて

将来構想の導入として手に取った方がイメージや親しみを持てる
ように、将来「どのような地区になるのか」、「どのようなライフス
タイルを実現できるのか」を示しています。

将来構想を策定した意味を共有するため、策定の背景や目的、
構成などの概要を示すとともに、多様な手法により様々な方の
想いを集めたプロセスを示しています。

将来構想の位置づけと構成


